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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第76期

第３四半期連結
累計期間

第77期
第３四半期連結
累計期間

第76期
第３四半期連結
会計期間

第77期
第３四半期連結
会計期間

第76期

会計期間

自  平成20年
     ４月１日
至  平成20年
     12月31日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成20年
     10月１日
至  平成20年
     12月31日

自  平成21年
     10月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成20年
     ４月１日
至  平成21年
     ３月31日

売上高 (百万円) 20,122 14,202 5,974 5,228 23,473

経常利益 (百万円) 1,377 957 51 485 882

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(百万円) 497 575 △440 367 319

純資産額 (百万円) ― ― 18,751 18,429 17,158

総資産額 (百万円) ― ― 30,720 28,416 26,587

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,374.331,359.521,272.04

１株当たり四半期
(当期)純利益
又は１株当たり四半期
純損失(△)

(円) 34.11 44.95 △30.86 28.67 22.57

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 57.5 61.3 61.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,121 1,693 ― ― 1,075

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △477 19 ― ― △236

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △866 △513 ― ― △1,183

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 4,736 5,739 4,288

従業員数 (名) ― ― 780 771 770

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　△はキャッシュ・フローにおける支出超過を示しております。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

　　せん。

４　第76期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期

　　純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 771

(注)　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向者を

含む就業人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 338

(注)　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

金属加工油剤関連事業 4,539 81.8

ビルメンテナンス関連事業 304 92.5

合計 4,844 82.4

(注) １　金額は、販売価格によります。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当グループの生産は全量見込生産を行っております。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

金属加工油剤関連事業 4,480 87.1

ビルメンテナンス関連事業 371 90.6

産業廃棄物処理関連事業 376 89.6

合計 5,228 87.5

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動又

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間の世界の経済状況は、緩やかな回復傾向は見られるものの、経済活動は低い水
準にあり、本格的な景気回復には至っていない状況にあります。
　当社の主要顧客である自動車業界におきましても、国内では、需要は緩やかな回復基調にありますが、自動
車生産台数は依然として前年を下回っております。海外では、中国をはじめとして、需要の回復傾向は認め
られます。
　このような状況下、売上高は国内及び海外関係会社のいずれも、回復傾向にはあるものの、自動車会社の生
産減の影響を受け、前年同期比12.5％減の5,228百万円となりました。
　利益面では、原材料ならびに固定費を含む各種経費の削減などに努めた結果、営業利益は345百万円（前年
同期は37百万円の営業損失）となりました。経常利益は、前年同期比844.1％増の485百万円となり、四半期
純利益では367百万円（前年同期は440百万円の四半期純損失）となりました。
 
　
事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
　
①金属加工油剤関連事業
金属加工油剤関連事業では、主要顧客である自動車メーカー各社及び自動車部品関連各社は、税制優遇
などの新車購入促進施策の効果により、生産を回復しつつありますが、自動車生産台数は前年を下回って
おります。このため、太陽電池用切断油剤の販売は好調に推移したにもかかわらず、売上高は前年同期比
12.9％減の4,480百万円となりました。
　一方、営業利益は、原価低減及び価格改定の効果もあり322百万円（前年同期は５百万円の営業損失）と
なりました。
　
②ビルメンテナンス関連事業
ビルメンテナンス市況は回復が遅れており、メンテナンス費用削減に伴う清掃仕様変更によりケミカ
ル製品は、使用量が減少しております。
　その結果、売上高は前年同期比9.4％減の371百万円となりました。営業利益は、原材料費の低減や経費削
減により23百万円（前年同期は６百万円の営業損失）となりました。
　
③産業廃棄物処理関連事業
産業廃棄物処理業界におきましては、廃棄物の減少等による価格競争が激化しており、処理価格の大幅
な低下と廃液不足が受注に影響しました。
　その結果、売上高は前年同期比10.4%減の376百万円、営業損失は０百万円（前年同期は25百万円の営業
損失）となりました。
　
所在地別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
　
①日本
売上高は前年同期比15.7％減の3,875百万円で、連結売上高の74.1％を占めております。
営業利益は94百万円（前年同期は112百万円の営業損失）で、連結営業利益の27.2％を占めております。
　
②アメリカ
アメリカ政府が実施した自動車買替助成金制度により、自動車メーカー各社の自動車生産台数が回復
しつつあります。
　その結果、売上高は、前年同期比21.8％減の289百万円となりました。営業利益は、経費削減により前年同
期比44.8％増の39百万円となりました。
　
③中国
中国経済の堅調な成長に支えられ、鉄鋼分野、自動車分野での新規獲得がありましたが、世界的な不況
の影響により、海外輸出が主流の機械部品加工分野での売上が減少しました。
　その結果，売上高は前年同期比12.1％減の465百万円となりました。営業利益は、原材料費の低減や経費
削減により前年同期比110.6％増の94百万円となりました。
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④ブラジル
二輪車関連の販売は低迷したままでしたが、四輪車関連の販売は新車購入の減税処置が９月まで延長
されたことから、昨年比85%程度に回復しました。
　その結果、為替の影響もあり、売上高は前年同期比93.5％増の317百万円となりました。営業利益は、原材
料費の低減などにより46百万円（前年同期は10百万円の営業損失）となりました。
　
⑤タイ
主力の日系自動車メーカー向け販売は、ゆるやかな回復に転じ、売上は現地通貨で前年同期程度にまで
回復しました。
　その結果、売上高は前年同期比24.0％減の104百万円となりました。営業利益は、原材料費の低減や経費
削減により前年同期比34.7%増の28百万円となりました。
　
⑥マレーシア
主力輸出先のインドネシアでの二輪車販売は、政府の販売助成策等の効果もあり、いち早く生産増に転
じました。加えて、情報産業分野向け製品が堅調に推移したため、売上は現地通貨でほぼ前年並みまで回
復しました。
　その結果、売上高は前年同期比5.1％減の166百万円となりました。営業利益は、価格改定等により前年同
期比187.6%増の35百万円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の資産は、28,416百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,828百万円増加
しました。主な要因は、「有形固定資産」が518百万円減少しましたが、「現金及び預金」が1,250百万円、
「受取手形及び売掛金」が718百万円、「投資有価証券」が592百万円増加したことによります。
　負債は、9,986百万円となり、前連結会計年度末に比べ557百万円増加しました。主な要因は、「長期借入
金」が539百万円減少しましたが、「支払手形及び買掛金」が810百万円、「短期借入金」が290百万円増加
したことによります。
　純資産は、18,429百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,271百万円増加しました。主な要因は、「為替換
算調整勘定」が369百万円、「その他有価証券評価差額金」が303百万円変動したことによります。
　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、138百万円の収入超過（前年同期は
35百万円の支出超過）となりました。これは、売上債権の増加588百万円、賞与引当金の減少139百万円、たな
卸資産の増加144百万円等の支出がありましたが、税金等調整前四半期純利益553百万円、仕入債務の増加
359百万円、減価償却費212百万円等の収入によるものであります。
　投資活動によるキャッシュ・フローは、156百万円の収入超過（前年同期は178百万円の支出超過）となり
ました。これは、投資有価証券の売却100百万円等の収入によるものであります。　 
　財務活動によるキャッシュ・フローは、220百万円の支出超過（前年同期は３百万円の収入超過）となり
ました。これは、短期借入金の純増100百万円等の収入がありましたが、長期借入金の返済163百万円、配当金
の支払64百万円、少数株主への配当金の支払92百万円等の支出によるものであります。
　以上の結果に加え、現金及び現金同等物に係る為替換算調整額の影響もあり、当第３四半期連結会計期間
末の現金及び現金同等物の残高は、5,739百万円となりました。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及
び新たに生じた課題はありません。
　
なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容
等（旧会社法施行規則第127条各号に掲げる事項）は次のとおりであります。
　
①会社の支配に関する基本方針
当社は、自動車業界とその関連業界ならびにビルメンテナンス業界に対して高品質の製品と技術サー
ビスを提供することで、ユーザー各社から高い信頼を得ている専業メーカーです。特に主力となる金属加
工油剤関連事業においては、主要ユーザーである自動車業界の海外進出にもグループ各社を通じて対応
する等国内外において展開を拡大しつつあります。したがって当社の事業運営には、長年にわたって独自
に蓄積してきたノウハウならびに当社に係わりのあるステークホルダーに対する十分な理解が不可欠で
あり、このことをもって会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針とし
ております。
　
②基本方針の実現に資する特別な取組み
当社の企業価値及び株主共同の利益を確保し、向上させるための特別な取組みは以下のとおりです。
(a)ＩＲ活動
(イ)機関投資家・アナリスト向けに、決算説明会を年２回（本決算、第２四半期決算終了後）行なって
おります。
(ロ)個人投資家向けに、ネットＩＲにより、ホームページ上で、社長が決算の概要説明を行なっており
ます。
(ハ)株主総会後に、株主懇談会を開き、役員全員が株主と懇談し、情報交換の場としております。

(b)経営計画の推進による企業価値の向上策
現在直面している急激な景気後退の状況を鑑みて、平成22年３月期は単年度の計画として策定して
おります。通期の業績予想につきまして、その目標を掲げます。
(イ)基本戦略
1）「技術先進力」を全ての分野で高め、継続的な利益成長を図る
2）連結経営体制の推進によるグローバル企業への変身

(ロ)財務目標（平成22年３月期）
　　　　　　　　　　　　　　　　　連結　　　　　　　　 単体
売上高　　　　　　　　　　　　　194.7億円　　　　　　132.0億円
営業利益　　　　　　　　　　　　　8.5億円　　　　　　　1.4億円
経常利益　　　　 　　　　　　　　11.0億円　　　　　　　4.0億円
当期純利益又は当期純損失(△)　　　0.7億円　　　　　　△1.0億円

(ハ)設備投資ならびに配当施策
当社では、配当施策に関しましては、株主還元策を重要施策と位置づけており、配当による株主還
元と、持続的成長のための投資をバランスよく実施いたします。配当性向に関しましては、単体当期
純利益の50％を下回らないことを大前提とし、連結当期純利益の30％以上を目標といたします。
　設備投資は、利益改善に直結する投資を中心に行うこととします。連結設備投資額は、平成21年３月
期対比57％減の２億３千万円を計画しております。
　

③基本方針に照らして不適切な者による支配を防止する取組み
当社は平成18年６月13日開催の取締役会において、当社の企業価値・株主共同の利益を向上させるた
め、基本方針に照らし不適切な支配の防止のための取組みとして、「当社株式に係る買収行為への対処方
針（買収防衛策）」を決議しております。
さらに、平成19年４月19日に開催された取締役会において、「当社株式に係る買収行為への対処方針（買
収防衛策）」の有効期限を１年間とし、以後定時株主総会ごとに株主の皆様の信任を得ることを決議し
ております。
「当社株式に係る買収行為への対処方針（買収防衛策）」は、平成21年６月23日開催の定時株主総会に
おいて、株主の皆様の承認を得ております。この対処方針（買収防衛策）（以下「本方針」）の概要は以
下のとおりであります。
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(a)本方針の目的
当社取締役会は、買収行為に合意するか否かは、最終的には株主の皆様が判断する事項であると考え
ますが、買収行為への賛否に拘わらず、少なくとも、当社株主の皆様が当該事項について適切な判断を
行う上で、十分な情報と検討の為に必要な合理的期間が提供されるべきと考えます。当社取締役会は、
当社株主の皆様が買収行為について適切な判断をすることを可能とし、ひいては当社の企業価値及び
株主共同の利益の確保・向上を図る上では、当社取締役会が、買収行為に関する情報を収集し、当該情
報に基づいて、社外有識者の委員によって構成される企業価値諮問委員会の意見を最大限尊重しつつ
当該買収行為を評価・検討した上で、当社取締役会としての意見を開示すること、及び必要に応じて当
該買収行為への対抗措置を講じることが有益であると判断しております。
(b)基本方針
当社取締役会は、買収行為が買収提案ルールに準拠して行なわれることが、当社の企業価値及び株主
共同の利益の確保・向上を図る上で必要と考えます。
従って、当社取締役会は、買収行為者が、買収提案ルールに反して当社株式の買収行為を実行した場合、
または買収行為の提案者が、買収提案ルールに反して当社株式の買収行為を実行しようとした場合に
は、対抗措置を採ることがあります。
また、買収提案ルールに従って買収行為の提案（以下「買収提案」という。）が行われた場合であって
も、意見開示基準に準拠し、当社取締役会が、当該買収提案が当社の企業価値及び株主共同の利益の確
保・向上に反すると判断した場合には、対抗措置を採ることがあります。
なお、当社取締役会の上記判断に際して、恣意的な判断がなされることを防止する為、当社取締役会は、
社外有識者によって構成される企業価値諮問委員会を設置します。当社取締役会は、(イ)買収提案につ
いて賛成するか、反対するか、または株主総会に付議するか、及び(ロ)買収行為ないし買収提案に対し
て具体的にどのような対抗措置を発動するかについて最終的に判断するに先立って、同委員会に意見
を諮問します。
同諮問を受けて、同委員会は、(イ)意見開示基準に準拠して買収提案を慎重に検討した上で、当該買収
案について、賛成、反対、または株主総会に付議することを相当とするとのいずれかの意見をＴＤネッ
トで、当社を通じて開示すると共に、(ロ)当社取締役会が具体的な対抗措置案について、相当性等の観
点から、賛成、または反対の意見をＴＤネットで当社を通じて開示します。
当社取締役会は、同委員会による上記開示意見を最大限尊重した上で、上記(イ)及び(ロ)の事項につい
て最終的な判断を行い、当社取締役会としての判断をＴＤネットで開示します。
(c)取締役の判断及びその判断に係る理由
「不適切な者による支配を防止する取組み」は、買収行為に関する情報提供を求めるとともに、買収
行為が当社の企業価値を毀損する場合に限って対抗措置を発動することを定めるものであります。さ
らに、取締役会によって恣意的判断がなされることを防止するために社外有識者によって構成される
企業価値諮問委員会を設置し、取締役会は企業価値諮問委員会の意見を最大限尊重したうえで、対抗措
置の発動を決議、または株主総会に付議します。その判断の概要については、適時に株主の皆様に情報
開示することとしているため、その運営は透明性を持って行われます。従って、当社取締役会は、当該取
組みが、株主共同の利益を損なうものではなく、かつ当社取締役の地位の維持を目的とするものではな
いと、判断しております。
　

(5) 研究開発活動

第２四半期連結会計期間と比較し、特筆すべき事項はありません。
当第３四半期連結会計期間における研究開発費の総額は、301百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,180,000

計 29,180,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,200,06515,200,065
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数　100株

計 15,200,06515,200,065― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年10月１日～
　　平成21年12月31日

― 15,200,065 ― 4,249 ― 3,994

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

－ －
普通株式2,387,400

完全議決権株式(その他)
普通株式

12,806,100
128,061 －

単元未満株式 普通株式 6,565 － －

発行済株式総数 15,200,065－ －

総株主の議決権 － 128,061 －

(注)　「単元未満株式」には当社保有の自己株式97株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ユシロ化学工業株式会社

東京都大田区千鳥
２丁目34番16号

2,387,400 － 2,387,40015.70

計 － 2,387,400 － 2,387,40015.70

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月  10月  11月  12月

最高(円) 969 937 1,2301,4001,6241,4701,4471,4131,249

最低(円) 780 830 896 1,2361,3801,2501,2261,1201,121

(注)　株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。

　

EDINET提出書類

ユシロ化学工業株式会社(E01080)

四半期報告書

11/32



第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規に基づき、当第

３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平

成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しており

ます。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,369 4,118

受取手形及び売掛金 4,948 4,229

有価証券 390 190

商品及び製品 840 774

原材料及び貯蔵品 922 1,011

繰延税金資産 134 166

未収還付法人税等 8 201

その他 367 275

貸倒引当金 △50 △62

流動資産合計 12,930 10,905

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,409 3,569

機械装置及び運搬具（純額） 1,475 1,777

工具、器具及び備品（純額） 247 315

土地 4,462 4,475

リース資産（純額） 38 21

建設仮勘定 68 59

有形固定資産合計 ※1
 9,700

※1
 10,218

無形固定資産 161 149

投資その他の資産

投資有価証券 4,446 3,853

長期預金 200 200

保険積立金 526 514

繰延税金資産 239 520

その他 255 271

貸倒引当金 △45 △46

投資その他の資産合計 5,622 5,313

固定資産合計 15,485 15,681

資産合計 28,416 26,587
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,727 1,917

短期借入金 1,662 1,372

1年内償還予定の社債 80 80

リース債務 8 4

未払金 334 484

未払消費税等 22 12

未払法人税等 277 72

賞与引当金 256 431

役員賞与引当金 14 19

その他 729 612

流動負債合計 6,112 5,006

固定負債

社債 － 40

長期借入金 2,206 2,745

リース債務 31 18

繰延税金負債 47 48

退職給付引当金 1,096 1,043

役員退職慰労引当金 202 216

修繕引当金 67 39

長期預り保証金 157 155

負ののれん 5 9

その他 58 106

固定負債合計 3,873 4,422

負債合計 9,986 9,428

純資産の部

株主資本

資本金 4,249 4,249

資本剰余金 3,994 3,994

利益剰余金 15,098 14,650

自己株式 △2,579 △2,579

株主資本合計 20,763 20,315

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4 △298

為替換算調整勘定 △3,348 △3,718

評価・換算差額等合計 △3,344 △4,017

少数株主持分 1,010 860

純資産合計 18,429 17,158

負債純資産合計 28,416 26,587
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 20,122 14,202

売上原価 14,592 9,765

売上総利益 5,530 4,437

販売費及び一般管理費 ※1
 4,486

※1
 3,769

営業利益 1,043 667

営業外収益

受取利息 98 90

受取配当金 42 31

受取保険金 62 30

為替差益 0 －

持分法による投資利益 102 151

負ののれん償却額 3 3

その他 88 75

営業外収益合計 398 382

営業外費用

支払利息 34 51

為替差損 － 29

その他 30 11

営業外費用合計 64 92

経常利益 1,377 957

特別利益

固定資産売却益 3 40

投資有価証券売却益 27 －

貸倒引当金戻入額 0 17

供託金清算益 108 －

訴訟関係債務清算益 ※2
 －

※2
 82

その他 0 3

特別利益合計 140 143

特別損失

固定資産除売却損 3 4

投資有価証券評価損 666 －

投資有価証券償還損 － 25

その他 0 5

特別損失合計 670 34

税金等調整前四半期純利益 847 1,067

法人税等 ※3
 236

※3
 355

少数株主利益 113 136

四半期純利益 497 575
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 5,974 5,228

売上原価 4,589 3,584

売上総利益 1,385 1,644

販売費及び一般管理費 ※1
 1,422

※1
 1,298

営業利益又は営業損失（△） △37 345

営業外収益

受取利息 38 28

受取配当金 19 13

受取保険金 14 0

持分法による投資利益 42 90

負ののれん償却額 1 1

その他 21 24

営業外収益合計 137 159

営業外費用

支払利息 9 15

為替差損 21 0

その他 17 3

営業外費用合計 48 19

経常利益 51 485

特別利益

固定資産売却益 － 0

貸倒引当金戻入額 0 12

供託金清算益 △28 －

訴訟関係債務清算益 ※2
 －

※2
 82

特別利益合計 △27 94

特別損失

固定資産除売却損 1 0

投資有価証券評価損 666 －

投資有価証券償還損 － 25

その他 5 1

特別損失合計 672 27

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△648 553

法人税等 ※3
 △226

※3
 115

少数株主利益 18 70

四半期純利益又は四半期純損失（△） △440 367
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 847 1,067

減価償却費 780 633

負ののれん償却額 △3 △3

持分法による投資損益（△は益） △102 △151

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 △12

賞与引当金の増減額（△は減少） △223 △174

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1 △5

退職給付引当金の増減額（△は減少） 45 53

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △36 △14

受取利息及び受取配当金 △140 △121

支払利息 34 51

売上債権の増減額（△は増加） 142 △697

たな卸資産の増減額（△は増加） △177 64

仕入債務の増減額（△は減少） △465 853

その他 500 △97

小計 1,198 1,445

利息及び配当金の受取額 151 141

利息の支払額 △31 △50

法人税等の支払額 △569 157

供託金清算による収入 371 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,121 1,693

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20 △120

定期預金の払戻による収入 70 120

投資有価証券の取得による支出 △239 △6

投資有価証券の売却による収入 38 100

有形固定資産の取得による支出 △346 △150

有形固定資産の売却による収入 10 59

その他 8 15

投資活動によるキャッシュ・フロー △477 19
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,306 300

長期借入金の返済による支出 △350 △549

社債の償還による支出 － △40

配当金の支払額 △620 △128

少数株主への配当金の支払額 △96 △92

少数株主からの払込みによる収入 151 －

自己株式の取得による支出 △2,256 △0

リース債務の返済による支出 － △4

財務活動によるキャッシュ・フロー △866 △513

現金及び現金同等物に係る換算差額 △303 251

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △526 1,450

現金及び現金同等物の期首残高 5,262 4,288

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,736

※1
 5,739
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【継続企業の前提に関する事項】

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法
当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな
いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。
 

２　たな卸資産の評価方法
当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第２四半期連結会
計期間末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。
 

３　固定資産の減価償却費の算定方法
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す
る方法によっております。
 

４　経過勘定項目の算定方法
一部の経過勘定項目について、合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。
 

５　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法
繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等
の発生状況に著しい変化がないと認められる場合については、前連結会計年度決算において使用した
将来の業績予測やタックス・プランニングを利用しております。 
　また、前連結会計年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場
合については、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・プランニングに当
該著しい変化の影響を加味したものを利用しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

税金費用の計算
当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引
前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額  　12,177百万円※１　有形固定資産の減価償却累計額　  11,574百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
 至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
 至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　支払運賃 303百万円

　給料及び手当 1,088百万円

　役員退職慰労引当金繰入額 29百万円

　退職給付費用 89百万円

　賞与引当金繰入額 183百万円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　支払運賃 242百万円

　給料及び手当 1,041百万円

　役員退職慰労引当金繰入額 28百万円

　退職給付費用 97百万円

　賞与引当金繰入額 140百万円

※２　　　　　　　　──── ※２　ブラジルの子会社における訴訟の和解が成立したこ

とによる債務の清算益であります。

※３　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

※３　　　　　　　　　　同左

　

第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
 至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
 至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　支払運賃 94百万円

　給料及び手当 330百万円

　役員退職慰労引当金繰入額 9百万円

　退職給付費用 29百万円

　賞与引当金繰入額 137百万円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　支払運賃 94百万円

　給料及び手当 354百万円

　役員退職慰労引当金繰入額 9百万円

　退職給付費用 32百万円

　賞与引当金繰入額 119百万円

※２　　　　　　　　────　　　　　　　 ※２　ブラジルの子会社における訴訟の和解が成立したこ

とによる債務の清算益であります。

※３　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

※３　　　　　　　　　　同左

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 現金及び預金 4,566百万円

 有価証券 190百万円

 預入期間が３か月超の定期預金 △　　20百万円

 現金及び現金同等物 4,736百万円

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 現金及び預金 5,369百万円

 有価証券 390百万円

 預入期間が３か月超の定期預金 △　　20百万円

 現金及び現金同等物 5,739百万円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日

 至  平成21年12月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 15,200,065

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 2,387,615

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年５月27日
取締役会

普通株式 64 ５ 平成21年３月31日 平成21年６月８日 利益剰余金

平成21年11月６日
取締役会

普通株式 64 ５ 平成21年９月30日 平成21年12月４日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　

　
金属加工油剤
関連事業
(百万円)

ビルメンテナ
ンス関連事業
(百万円)

産業廃棄物
処理関連事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
   売上高

5,144 410 420 5,974 － 5,974

(2)セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

0 － 6 7 (7) －

計 5,145 410 426 5,982 (7) 5,974

営業損失 △5 △6 △25 △37 0 △37

(注) １　事業区分は内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品等

(1) 金属加工油剤関連事業……切削油剤、研削油剤、塑性加工油剤、表面処理剤、アルミ離型剤、新素材

加工油剤、その他関連製品

(2) ビルメンテナンス関連事業……樹脂ワックス、洗剤、フロアメンテナンス用機器類、その他関連製品・

商品

(3) 産業廃棄物処理関連事業……産業廃棄物処理及び関連する役務サービス

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
金属加工油剤
関連事業
(百万円)

ビルメンテナ
ンス関連事業
(百万円)

産業廃棄物
処理関連事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
   売上高

4,480 371 376 5,228 － 5,228

(2)セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

0 － 4 5 (5) －

計 4,480 371 381 5,233 (5) 5,228

営業利益又は
営業損失(△)

322 23 △0 345 0 345

(注) １　事業区分は内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品等

(1) 金属加工油剤関連事業……切削油剤、研削油剤、塑性加工油剤、表面処理剤、アルミ離型剤、新素材

加工油剤、その他関連製品

(2) ビルメンテナンス関連事業……樹脂ワックス、洗剤、フロアメンテナンス用機器類、その他関連製品・

商品

(3) 産業廃棄物処理関連事業……産業廃棄物処理及び関連する役務サービス
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前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)
　

　
金属加工油剤
関連事業
(百万円)

ビルメンテナ
ンス関連事業
(百万円)

産業廃棄物
処理関連事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
   売上高

17,489 1,266 1,365 20,122 － 20,122

(2)セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

2 － 18 20 (20) －

計 17,492 1,266 1,383 20,142 (20) 20,122

営業利益 979 9 52 1,041 1 1,043

(注) １　事業区分は内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品等

(1) 金属加工油剤関連事業……切削油剤、研削油剤、塑性加工油剤、表面処理剤、アルミ離型剤、新素材

加工油剤、その他関連製品

(2) ビルメンテナンス関連事業……樹脂ワックス、洗剤、フロアメンテナンス用機器類、その他関連製品・

商品

(3) 産業廃棄物処理関連事業……産業廃棄物処理及び関連する役務サービス

３　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げ

の方法）に変更しております。また、従来、営業外費用で計上しておりました、たな卸資産廃棄損は、評価損・

廃棄損合わせて収益性の低下を総合的に把握するため、第１四半期連結会計期間より売上原価で計上してお

ります。これにより従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の「金属加工油剤関連事

業」、「ビルメンテナンス関連事業」の営業利益が39百万円、３百万円それぞれ減少しております。

４　子会社エヌエス・ユシロ㈱は、機械装置の法令点検に係る定期修繕に要する支出について、従来、支出時に費用

計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、定期修繕に要する支出見込額のうち、当第３四半期連

結累計期間に対応する費用を修繕引当金として計上する方法に変更しております。これにより従来の方法に

よった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の「産業廃棄物処理関連事業」の営業利益が29百万円減少し

ております。

５　第１四半期連結会計期間から、当社及び国内連結子会社の構築物、機械装置の耐用年数については、平成20年度

の法人税法の改正を契機として見直しを行い、改正後の法定耐用年数に変更しております。これにより従来の

方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の「金属加工油剤関連事業」、「ビルメンテナンス関連

事業」及び「産業廃棄物処理関連事業」の営業利益が22百万円、１百万円及び44百万円それぞれ減少してお

ります。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)
　

　
金属加工油剤
関連事業
(百万円)

ビルメンテナ
ンス関連事業
(百万円)

産業廃棄物
処理関連事業
(百万円)

計
(百万円)

消去
又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
   売上高

11,991 1,135 1,075 14,202 － 14,202

(2)セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

1 － 12 13 (13) －

計 11,992 1,135 1,087 14,215 (13) 14,202

営業利益又は
営業損失(△)

664 65 △62 667 0 667

(注) １　事業区分は内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な製品等

(1) 金属加工油剤関連事業……切削油剤、研削油剤、塑性加工油剤、表面処理剤、アルミ離型剤、新素材

加工油剤、その他関連製品

(2) ビルメンテナンス関連事業……樹脂ワックス、洗剤、フロアメンテナンス用機器類、その他関連製品・

商品

(3) 産業廃棄物処理関連事業……産業廃棄物処理及び関連する役務サービス
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　

　
日本
(百万円)

アメリカ
(百万円)

中国
(百万円)

ブラジル
(百万円)

タイ
(百万円)

マレーシア

（百万円）

計
(百万円)

消去

又は全社

(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
   売上高

4,597 370 529 163 137 175 5,974 － 5,974

(2)セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

71 14 73 － － 17 175（175) －

計 4,668 384 602 163 137 193 6,150（175)5,974

営業利益又は
営業損失(△)

△112 27 45 △10 21 12 △16 (20) △37

(注)　区分は国別によっております。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
日本
(百万円)

アメリカ
(百万円)

中国
(百万円)

ブラジル
(百万円)

タイ
(百万円)

マレーシア

（百万円）

インド

(百万円)

計

(百万円)

消去

又は全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
   売上高

3,875289 465 317 104 166 9 5,228 － 5,228

(2)セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

108 9 △0 － 17 2 － 138(138) －

計 3,984299 465 317 121 169 9 5,366(138)5,228

営業利益又は
営業損失(△)

94 39 94 46 28 35 △1 339 6 345

(注)　区分は国別によっております。
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前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　

　
日本
(百万円)

アメリカ
(百万円)

中国
(百万円)

ブラジル
(百万円)

タイ
(百万円)

マレーシア

（百万円）

計
(百万円)

消去

又は全社

(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
   売上高

15,0871,2911,7581,003 472 50820,122 － 20,122

(2)セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

287 68 152 － － 17 525（525) －

計 15,3741,3601,9101,003 472 52620,647（525)20,122

営業利益 409 80 256 167 117 31 1,061(18)1,043

(注) １　区分は国別によっております。

２　「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げ

の方法）に変更しております。また、従来、営業外費用で計上しておりました、たな卸資産廃棄損は、評価損・

廃棄損合わせて収益性の低下を総合的に把握するため、第１四半期連結会計期間より売上原価で計上してお

ります。これにより従来の方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の「日本」の営業利益が42百

万円減少しております。

３　子会社エヌエス・ユシロ㈱は、機械装置の法令点検に係る定期修繕に要する支出について、従来、支出時に費用

計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、定期修繕に要する支出見込額のうち、当第３四半期連

結累計期間に対応する費用を修繕引当金として計上する方法に変更しております。これにより従来の方法に

よった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の「日本」の営業利益が29百万円減少しております。

４　第１四半期連結会計期間から、当社及び国内連結子会社の構築物、機械装置の耐用年数については、平成20年度

の法人税法の改正を契機として見直しを行い、改正後の法定耐用年数に変更しております。これにより従来の

方法によった場合に比べ、当第３四半期連結累計期間の「日本」の営業利益が68百万円減少しております。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　
日本
(百万円)

アメリカ
(百万円)

中国
(百万円)

ブラジル
(百万円)

タイ
(百万円)

マレーシア

（百万円）

インド

(百万円)

計

(百万円)

消去

又は全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する
   売上高

10,5747871,321832 265 410 9 14,202－ 14,202

(2)セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

235 14 12 － 23 9 － 295(295) －

計 10,8098011,334832 289 420 9 14,497(295)14,202

営業利益又は
営業損失(△)

152 3 204 178 45 64 △8 642 25 667

(注)　区分は国別によっております。
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)

　

　 アメリカ 中国 ブラジル タイ マレーシア その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 302 529 163 122 71 277 1,467

Ⅱ　連結売上高(百万円) － － － － － － 5,974

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

5.1 8.9 2.7 2.0 1.2 4.7 24.6

(注) １　区分は国別によっております。

２　その他の主な国

韓国、台湾、インドネシア、メキシコ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　 アメリカ 中国 ブラジル タイ マレーシア その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 254 465 317 116 63 234 1,450

Ⅱ　連結売上高(百万円) － － － － － － 5,228

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

4.9 8.9 6.1 2.2 1.2 4.5 27.8

(注) １　区分は国別によっております。

２　その他の主な国

韓国、台湾、インドネシア、メキシコ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年12月31日)

　

　 アメリカ 中国 ブラジル タイ マレーシア その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 1,072 1,758 1,003 472 220 809 5,336

Ⅱ　連結売上高(百万円) － － － － － － 20,122

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

5.3 8.7 5.0 2.3 1.1 4.0 26.5

(注) １　区分は国別によっております。

２　その他の主な国

韓国、台湾、インドネシア、メキシコ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　 アメリカ 中国 ブラジル タイ マレーシア その他 計

Ⅰ　海外売上高(百万円) 682 1,321 832 280 171 606 3,896

Ⅱ　連結売上高(百万円) － － － － － － 14,202

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

4.8 9.3 5.8 2.0 1.2 4.3 27.4

(注) １　区分は国別によっております。

２　その他の主な国

韓国、台湾、インドネシア、メキシコ

３　海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(有価証券関係)

その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものではなく、かつ、前連結会計年

度の末日と比較して著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引は全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 1,359.52円
　

　 1,272.04円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 18,429 17,158

普通株式に係る純資産額(百万円) 17,418 16,298

差額の主な内訳(百万円) 　 　

  少数株主持分 1,010 860

普通株式の発行済株式数(千株) 15,200 15,200

普通株式の自己株式数(千株) 2,387 2,387

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株) 12,812 12,812

　

２  １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 34.11円
　

１株当たり四半期純利益 44.95円
　

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 497 575

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 497 575

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,577 12,812

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失（△） △30.86円
　

１株当たり四半期純利益 28.67円
　

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失（△）(百万円)

△440 367

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
（△）(百万円)

△440 367

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 14,287 12,812
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成20年３月31日以前のもの

については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第３四半期連結会計期

間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載して

おりません。

　

２ 【その他】

第77期(平成21年４月１日から平成22年３月31日まで)中間配当については、平成21年11月６日開催の取締

役会において、平成21年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこ

とを決議いたしました。

(1)　配当金の総額 64百万円

(2)　１株当たりの金額 ５円

(3)　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成21年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月12日

ユシロ化学工業株式会社

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　山　田　　 晃 　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐　藤　陽　子　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユシ

ロ化学工業株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成

20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ユシロ化学工業株式会社及び連結子会社の平

成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月12日

ユシロ化学工業株式会社

取締役会  御中

　

　
　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　山　田　　 晃 　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　佐　藤　陽　子　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているユシ

ロ化学工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成

21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ユシロ化学工業株式会社及び連結子会社の平

成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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